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二
四

一
　
は
じ
め
に
─
河
本
家
に
伝
存
す
る
古
典
籍
、
本
稿
の
課
題
─

　

鳥
取
県
琴
浦
町
赤
碕
の
河
本
家
・
稽
古
有
文
館
に
は
膨
大
な
古

典
籍
群
が
伝
存
す
る
。
そ
の
書
目
の
具
体
的
内
容
は
、
原
豊
二
・

山
藤
良
治
「
稽
古
有
文
館
（
河
本
家
）
蔵
古
典
籍
目
録
」（

１
）に

よ
っ

て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
原
豊
二
「
稽
古
有
文
館
（
河
本
家
）

蔵
古
典
籍
解
題
」（

２
）に

は
、
こ
の
蔵
書
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
が

な
さ
れ
て
い
る
。
同
論
文
、
ま
た
小
谷
惠
造
河
本
家
保
存
会
会
長

の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、
蔵
書
の
収
集
は
近
世
中
後
期
頃
か
ら
始
ま

り
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
十
二
代
通
繕
、
十
三
代
芳
蔵
の

努
力
に
よ
っ
て
充
実
を
見
た
も
の
と
さ
れ
る（

３
）。

い
ま
近
世
小

説
書
目
の
う
ち
稿
者
が
考
察
し
得
た
範
囲
の
み
に
お
い
て
も
、
稀

少
あ
る
い
は
研
究
上
有
用
な
資
料
を
認
め
る
。
井
原
西
鶴
作
『
日

河
本
家
に
伝
存
す
る
近
世
実
録
と
読
本

�
島
根
大
学
法
文
学
部
教
授
　
田
　
中
　
則
　
雄

本
永
代
蔵
』（
貞
享
五
年
〈
一
六
八
八
〉
刊
）
は
、
元
来
六
巻
六
冊
。

河
本
本
は
最
終
冊
を
欠
く
た
め
奥
付
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
知
り

得
な
い
が
、
柱
刻
に
「
大
福
新
長
者
教
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
幾
つ

か
の
点
か
ら
見
て
、
最
も
原
初
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
森
田
庄
太
郎

版
の
一
類
と
推
定
さ
れ
る
。

　

本
稿
で
は
特
に
実
録
（
実
録
体
小
説
）
と
読
本
に
関
し
て
取
り

上
げ
た
い
。河
本
家
に
伝
存
す
る
書
に
依
拠
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

実
録
・
読
本
そ
れ
ぞ
れ
の
文
学
と
し
て
の
特
色
、
ま
た
実
録
の
読

本
へ
の
影
響
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。

　

実
録
『
北
野
聖
廟
霊
験
記
』（
写
本
）
は
伝
本
が
極
め
て
少
な

く
、
後
述
す
る
よ
う
に
読
本
、
歌
舞
伎
に
も
影
響
を
与
え
た
と
い

う
点
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
ま
た
読
本
『
絵
本
忠
臣
蔵
』（
版
本
）

は
前
編
後
編
全
二
○
冊
が
揃
っ
て
お
り
、
初
印
に
近
い
本
で
あ
る

と
認
め
る
。
こ
の
二
点
の
資
料
に
関
連
し
て
考
察
し
た
所
を
、
以

下
順
に
掲
げ
る
。

二
　
実
録
『
北
野
聖
廟
霊
験
記
』
に
つ
い
て

　

外
題
は
「

北
野

聖
廟

霊
顕
記
」、
内
題
は
「
北
野
聖
廟
霊
験
記
」、
い
ま

内
題
に
よ
る
。
写
本
二
○
巻
二
○
冊
。
こ
の
実
録
の
伝
本
は
極
め
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　　 ─ 《論文》

二
五

て
稀
で
あ
る（

４
）。

成
立
年
時
は
確
定
で
き
な
い
が
、
河
本
本
は

近
世
後
期
の
筆
写
と
見
ら
れ
る
。
匡
郭
の
刷
ら
れ
た
用
箋
に
大
振

り
な
文
字
で
記
さ
れ
て
お
り
、
貸
本
屋
が
人
を
雇
っ
て
書
写
さ
せ

た
「
仕
入
本
」
で
あ
る（

５
）。

石
見
三
郎
左
衛
門
が
、
お
菊
の
父

母
を
殺
害
し
、
更
に
上
田
慶
次
郎
の
父
を
も
殺
害
し
た
た
め
、
お

菊
と
慶
次
郎
は
同
一
の
敵
を
狙
う
こ
と
に
な
っ
て
拮
抗
す
る
が
、

媒
あ
っ
て
夫
婦
と
な
り
共
に
石
見
を
討
ち
取
る
と
い
う
話
で
あ

る
。

　

こ
の
実
録
は
以
下
述
べ
て
い
く
よ
う
に
、
歌
舞
伎
『
け
い
せ
い

会ゆ
き

稽み
る

山や
ま

』、
及
び
読
本
『

北
野

霊
験

二
葉
の
梅
』
の
典
拠
と
な
っ
た
。
以

下
読
本
『

北
野

霊
験

二
葉
の
梅
』
と
対
比
し
考
察
し
た
結
果
を
中
心
に
述

べ
る
。

二
．一
　
実
録
『
北
野
聖
廟
霊
験
記
』
と
読
本
『
北
野
霊
験
二
葉
の
梅
』

　

栗
杖
亭
鬼
卵
の
読
本
『

北
野

霊
験

二
葉
の
梅
』
は
六
巻
六
冊
、
文
化
一

○
年
（
一
八
一
三
）
刊（

６
）。

そ
の
筋
や
人
物
の
多
く
は
実
録
『
北

野
聖
廟
霊
験
記
』
と
合
致
し
、
こ
れ
を
典
拠
と
し
た
と
認
め
る
。

　

以
下
『
北
野
聖
廟
霊
験
記
』
が
ど
の
よ
う
に
『
二
葉
の
梅
』
に

取
り
入
れ
ら
れ
た
か
を
検
討
す
る
た
め
、
ま
ず
順
に
梗
概
を
掲
げ

る
。
同
じ
番
号
の
話
は
相
互
に
対
応
す
る
。『
北
野
聖
廟
霊
験
記
』

『北野聖廟霊験記』前表紙（河本家蔵）『北野聖廟霊験記』巻一冒頭（河本家蔵）
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二
六

『北野
霊験二葉の梅』口絵（慶次郎とお菊）（島根大学附属図書館堀文庫蔵）

『北野
霊験二葉の梅』巻一冒頭（島根大学附属図書館堀文庫蔵）
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　　 ─ 《論文》

二
七

に
あ
っ
た
話
を
『
二
葉
の
梅
』
で
改
変
し
て
い
る
場
合
は
、『
二

葉
の
梅
』
の
そ
の
番
号
に
［
改
］
と
記
し
た
。
元
々
『
北
野
聖
廟

霊
験
記
』
に
は
該
当
の
話
が
な
く
、『
二
葉
の
梅
』
で
新
た
に
設

け
ら
れ
た
場
合
は
、『
北
野
聖
廟
霊
験
記
』
に
「
ナ
シ
」、『
二
葉

の
梅
』
に
［
加
］
と
記
し
た
。

【
北
野
聖
廟
霊
験
記
】

①
越
前
国
の
悪
漢
池
上
七
九
郎
（
改
名
し
て
石
見
三
郎
左
衛
門
）

は
、
八
幡
宮
か
ら
宝
刀
（
九
寸
五
分
の
守
り
刀
）
を
盗
ん
で
紀

伊
国
へ
逃
亡
し
、
岩
村
喜
蔵
に
庇
護
さ
れ
る
。

②
石
見
は
熊
野
湯
の
峯
で
、
岡
本
三
木
之
進
・
お
つ
や
夫
婦
を
殺

害
し
、
巻
子
（
お
つ
や
の
父
の
郷
里
大
和
国
梅
谷
村
を
興
す
た

め
の
秘
策
を
記
す
）
を
奪
う
。
残
さ
れ
た
幼
子
お
菊
は
、
祖
父

（
お
つ
や
の
父
）
に
引
き
取
ら
れ
る
。

③
ナ
シ

④
石
見
は
大
和
国
梅
谷
村
へ
移
り
、
巻
子
に
記
さ
れ
た
秘
策
に

沿
っ
て
、
隣
村
と
の
間
に
水
公
事
を
起
こ
し
て
勝
つ
。
同
村
の

人
々
か
ら
礼
物
を
得
て
富
裕
と
な
り
、
南
都
の
遊
廓
へ
通
い
、

そ
こ
で
親
し
く
な
っ
た
馬
渕
郷
右
衛
門
に
、
肥
後
国
加
藤
家
へ

の
仕
官
を
紹
介
さ
れ
る
。

⑤
石
見
は
加
藤
家
に
て
、
重
臣
上
田
覚
左
衛
門
に
剣
術
立
合
を
望

ん
で
敗
れ
、
上
田
を
闇
討
ち
に
し
て
逃
走
す
る
。
上
田
の
子
慶

次
郎
は
敵
討
に
出
、
京
都
へ
赴
く
。

⑥
お
菊
は
成
長
の
後
、
無
敵
斎
（
播
州
の
武
術
達
人
）
の
後
見
を

得
て
敵
討
に
出
、
京
都
へ
赴
く
。

⑦
ナ
シ

⑧
石
見
は
京
都
の
親
王
家
に
身
を
隠
す
。

⑨
ナ
シ

⑩
お
菊
、
慶
次
郎
、
各
々
敵
討
成
就
を
願
っ
て
北
野
天
満
宮
に
日

参
す
る
が
、
互
い
に
言
葉
も
交
わ
さ
な
い
。
あ
る
日
境
内
で
、

お
菊
が
悪
漢
に
襲
わ
れ
る
が
自
力
で
撃
退
し
、
こ
れ
を
見
た
者

は
な
か
っ
た
。

⑪
ナ
シ

⑫
ナ
シ

⑬
お
菊
は
、
石
見
が
親
王
家
に
潜
む
こ
と
を
つ
き
と
め
、
所
司
代

小
笠
原
佐
渡
守
へ
敵
討
を
願
い
出
る
。
／
慶
次
郎
は
、
こ
れ
よ

り
後
れ
て
石
見
の
在
処
を
確
認
し
、
所
司
代
へ
敵
討
を
願
い
出

る
。
／
各
々
自
分
の
側
に
優
先
権
有
り
と
主
張
す
る
。
／
所
司

代
は
親
王
家
に
石
見
の
引
き
渡
し
を
要
求
す
る
が
、
親
王
家
側

は
こ
れ
を
拒
否
す
る
。
／
所
司
代
は
あ
る
日
お
菊
、
慶
次
郎
を
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No.18　2016.2

二
八

召
し
、
夫
婦
と
な
る
よ
う
言
い
渡
す
。
両
人
顔
を
見
合
わ
す
に
、

天
満
宮
に
て
毎
日
見
か
け
た
相
手
で
あ
っ
た
。

⑭
親
王
家
で
は
石
見
を
秘
か
に
逃
が
そ
う
と
謀
る
が
、
お
菊
、
慶

次
郎
は
こ
れ
を
察
知
し
、
道
中
で
待
ち
受
け
て
討
ち
取
る
。

【
二
葉
の
梅
】

①
［
改
］
越
前
国
の
悪
漢
池
上
七
九
郎
（
改
名
し
て
石
見
三
郎
左

衛
門
）
は
、
八
幡
宮
か
ら
深
雪
丸
の
剣
（
抜
け
ば
雪
が
頻
り
に

降
る
と
い
う
霊
剣
）
を
盗
ん
で
紀
伊
国
へ
逃
亡
し
、
岩
村
喜
蔵

に
庇
護
さ
れ
る
。

②
石
見
は
熊
野
湯
の
峯
で
、
岡
本
三
木
之
進
・
お
つ
や
夫
婦
を
殺

害
し
、
巻
子
（
お
つ
や
の
父
の
郷
里
大
和
国
梅
谷
村
を
興
す
た

め
の
秘
策
を
記
す
）
を
奪
う
。
残
さ
れ
た
幼
子
お
菊
は
、
祖
父

（
お
つ
や
の
父
）
に
引
き
取
ら
れ
る
。

③
［
加
］
石
見
は
、
岩
村
喜
蔵
の
妹
初
瀬
と
馴
染
み
、
三
之
丞
が

生
ま
れ
る
。

④
［
改
］
石
見
は
大
和
国
梅
谷
村
へ
移
り
、
巻
子
に
記
さ
れ
た
秘

策
に
沿
っ
て
、
隣
村
と
の
間
に
水
公
事
を
起
こ
し
て
勝
つ
。
こ

の
こ
と
で
殊
に
石
見
を
尊
敬
す
る
よ
う
に
な
っ
た
馬
渕
郷
右
衛

門
に
、
肥
後
国
加
藤
家
へ
の
仕
官
を
紹
介
さ
れ
る
。

⑤
石
見
は
加
藤
家
に
て
、
重
臣
上
田
覚
左
衛
門
に
剣
術
立
合
を
望

ん
で
敗
れ
、
上
田
を
闇
討
ち
に
し
て
逃
走
す
る
。
上
田
の
子
慶

次
郎
は
敵
討
に
出
、
京
都
へ
赴
く
。

⑥
お
菊
は
成
長
の
後
、
無
敵
斎
（
播
州
の
武
術
達
人
）
の
後
見
を

得
て
敵
討
に
出
、
京
都
へ
赴
く
。

⑦
［
加
］
初
瀬
・
三
之
丞
は
、
石
見
の
跡
を
追
っ
て
肥
後
へ
と
向

か
う
。
途
中
で
初
瀬
は
病
没
。
三
之
丞
は
盗
癖
あ
り
。

⑧
石
見
は
京
都
の
親
王
家
に
身
を
隠
す
。

⑨
［
加
］
三
之
丞
は
、
室
町
通
の
富
商
の
娘
を
唆
し
、
無
敵
斎
（
お

菊
の
後
見
）
か
ら
金
子
を
騙
り
取
る
な
ど
、
悪
行
を
重
ね
る
。

⑩
［
改
］
お
菊
、
慶
次
郎
、
各
々
敵
討
成
就
を
願
っ
て
北
野
天
満

宮
に
日
参
す
る
が
、
互
い
に
言
葉
も
交
わ
さ
な
い
。
あ
る
日
境

内
で
、
お
菊
が
悪
漢
に
襲
わ
れ
、
懸
命
に
戦
う
が
危
う
く
な
る
。

こ
れ
を
見
た
慶
次
郎
が
加
勢
し
て
撃
退
す
る
。

⑪
［
加
］
石
見
は
、
親
王
家
に
て
三
月
花
の
宴
の
折
、
公
卿
殿
上

人
た
ち
の
前
で
、
深
雪
丸
の
剣
を
用
い
て
雪
を
降
ら
せ
て
見
せ

る
。
こ
れ
に
よ
り
親
王
か
ら
殊
に
寵
遇
さ
れ
る
。

⑫
［
加
］
石
見
は
三
之
丞
と
再
会
す
る
。

⑬
［
改
］
お
菊
、
慶
次
郎
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
、
石
見
が
親
王

家
に
潜
む
こ
と
を
つ
き
と
め
、
同
時
に
所
司
代
建
川
藤
高
へ
敵
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　　 ─ 《論文》

二
九

討
を
願
い
出
る
。
／
所
司
代
の
御
前
で
顔
を
見
合
わ
す
に
、
天

満
宮
に
て
救
い
救
わ
れ
た
相
手
で
あ
っ
た
。
／
各
々
自
分
の
側

に
優
先
権
有
り
と
主
張
す
る
。
／
所
司
代
は
そ
の
場
で
案
じ
出

し
、
自
ら
媒
し
て
夫
婦
と
な
す
。

⑭
親
王
家
で
は
石
見
を
秘
か
に
逃
が
そ
う
と
謀
る
が
、
お
菊
、
慶

次
郎
は
こ
れ
を
察
知
し
、
道
中
で
待
ち
受
け
て
討
ち
取
る
。

　

以
下
実
録
『
北
野
聖
廟
霊
験
記
』
か
ら
読
本
『
二
葉
の
梅
』
へ

の
改
変
付
加
の
跡
を
た
ど
っ
て
み
る
。ま
ず
梗
概
の
①
に
お
い
て
、

石
見
が
盗
ん
で
所
持
し
た
刀
を
、『
北
野
聖
廟
霊
験
記
』
で
は
九

寸
五
分
の
守
り
刀
と
し
て
い
た
の
を
、『
二
葉
の
梅
』
で
は
深
雪

丸
の
剣
（
抜
け
ば
雪
が
頻
り
に
降
る
と
い
う
霊
剣
）
と
し
た
。
こ

こ
は
、
石
見
三
郎
左
衛
門
が
越
前
国
で
刀
剣
を
盗
ん
で
紀
伊
国
へ

と
逃
亡
し
、
そ
こ
で
岩
村
喜
蔵
な
る
人
物
に
庇
護
さ
れ
る
話
で
あ

る
。『
北
野
聖
廟
霊
験
記
』
で
は
、
紀
伊
国
那
賀
郡
の
郷
士
岩
村

喜
蔵
は
熊
野
湯
の
峯
で
石
見
に
出
会
い
、
彼
の
「
大
男
に
し
て
眼

ざ
し
常
な
ら
ざ
る
」
様
を
見
て
近
付
き
に
な
り
、
石
見
が
例
の
守

り
刀
を
見
せ
る
と
、
由
あ
る
者
と
信
じ
て
自
宅
に
招
き
滞
留
さ
せ

た
と
す
る
。

（
石
見
は
）
彼
に
し
き
の
袋
に
入
し
守
り
刀
を
出
し
て
、「
是

は
親
ど
も
拝
領
有
し
大
切
の
御
守
り
刀
な
れ
ば
、
肌
身
放
さ

ず
所
持
致
す
な
り
。
我
も
武
家
の
奉
公
望
む
身
の
う
へ
な
れ

ば
、
諸
国
武
者
修
行
を
致
し
て
爰
に
来
り
、
幸
ひ
に
入
湯
い

た
し
候
な
り
」
と
語
り
け
れ
ば
、
岩
村
喜
蔵
右
の
守
り
刀
を

見
て
よ
し
有
浪
人
な
り
と
お
も
ひ
て
大
き
に
悦
び
、
元
来
武

術
を
好
め
る
事
ゆ
へ
甚
だ
心
に
叶
ひ
、「
某
は
当
国
那
賀
郡

の
者
な
り
。
是
よ
り
程
近
け
れ
ば
我
方
へ
も
来
ら
れ
滞
留
し

給
へ
」
と
…
…

こ
の
時
岩
村
は
「
郷
士
な
れ
ど
も
数
年
無
禄
に
て
く
ら
し
尾
羽
う

ち
か
ら
し
、
身
上
挊か

せ
ぎに

出
ん
」
と
し
て
い
た
と
し
、
こ
の
男
を
仕

官
の
便
り
に
も
と
考
え
た
と
し
て
、
岩
村
が
石
見
を
庇
護
し
た
こ

と
の
説
明
に
理
を
通
し
て
い
る
。

　

一
方
『
二
葉
の
梅
』
で
は
、
信
用
し
た
側
の
心
情
に
一
段
立
ち

入
っ
て
描
く
。
石
見
は
逃
亡
し
て
熊
野
の
山
中
へ
至
る
が
こ
こ
で

飢
え
、
門
構
え
良
き
家
に
一
飯
を
乞
う
。
主
岩
村
喜
蔵
は
彼
を
招

き
入
れ
、
並
々
な
ら
ぬ
武
士
と
見
て
剣
術
の
奥
義
を
問
う
と
、
弁

舌
巧
み
に
答
え
る
。
岩
村
は
「
大
に
心
服
し
」
剣
術
師
範
と
し
て

逗
留
さ
せ
る
。
こ
の
状
況
の
も
と
、
石
見
は
深
雪
丸
を
用
い
て
信

を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
し
て
岩
村
方
に
安
住
し
た
と
す
る
。

或
日
炎
暑
絶た

へ

が
た
き
を
り
ふ
し
、
門
人
数
多
打
寄
し
時
に
、
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三
〇

…
…
沐
浴
し
て
庭
に
を
り
、呪
文
を
唱
え
刀
を
抜
は
な
せ
ば
、

不
思
義
や
、
一
天
か
き
曇
り
雪
し
き
り
に
降
し
か
ば
、
満
座

の
人
々
は
も
の
を
さ
へ
い
は
ず
忙あ

き

れ
は
て
ゝ
居
た
り
し
が
、

「
誠
に
先
生
は
神
人
な
り
。
此
上
は
分ふ

ん

骨こ
つ

砕
身
し
て
奥
儀
を

学
び
申
べ
し
」
と
、
奇
異
の
お
も
ひ
を
な
し
け
れ
ば
、
…
…

是
よ
り
石
見
三
郎
左
衛
門
が
名
遠
近
に
響
、熊
野
は
更
な
り
、

近
国
よ
り
聞
伝
へ
門
人
と
な
り
け
れ
ば
、
能よ

き

隠
れ
家が

を
得
た

り
と
、
喜
蔵
が
食
客
と
な
り
て
有
福
に
暮
し
け
り
。

炎
暑
耐
え
難
き
日
を
選
び
満
座
の
人
々
の
前
で
、
初
め
て
深
雪
丸

を
披
露
す
る
。
か
く
て
人
々
が
石
見
を
信
じ
崇
め
た
の
も
避
け
が

た
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
、人
の
心
情
の
起
こ
る
必
然
を
表
す
。

読
本
で
は
こ
の
よ
う
に
実
録
の
示
し
た
筋
を
発
展
的
に
使
っ
て
い

く
。

　

梗
概
②
、
石
見
は
お
つ
や
夫
婦
を
害
し
て
巻
子
を
奪
い
、
④
で

大
和
国
梅
谷
村
に
移
り
、
巻
子
に
記
さ
れ
た
秘
策
に
沿
っ
て
隣
村

と
の
間
に
水
公
事
を
起
こ
し
て
勝
つ
。『
北
野
聖
廟
霊
験
記
』で
は
、

近
郷
の
村
人
た
ち
が
感
謝
し
て
「
日
々
に
音
物
を
送
」
っ
た
こ
と

に
よ
っ
て
「
身
上
ゆ
た
か
に
な
る
に
ま
か
せ
」、
南
都
の
遊
廓
に

通
い
、
そ
こ
で
馬
渕
郷
右
衛
門
な
る
男
と
昵
懇
に
な
り
、
例
の
守

り
刀
を
見
せ
る
と
、
馬
渕
は
、
由
緒
あ
る
者
と
信
じ
肥
後
加
藤
家

へ
の
仕
官
を
世
話
し
た
と
す
る
。

（
石
見
は
）
ひ
た
す
ら
遊
里
へ
入
こ
み
か
よ
ひ
け
る
。
宮
家

の
御
家
来
馬
渕
郷
右
衛
門
と
い
ふ
人
と
入じ

ゆ

魂こ
ん

に
相
成
て
、「
手

前
は
越
前
の
浪
人
な
り
」
と
て
、
我
家
に
伴
ひ
帰
り
、
彼
錦

の
袋
に
入
た
る
守
刀
を
見
せ
け
れ
ば
、
郷
右
衛
門
も
「
さ
て

は
ゆ
へ
有
浪
人
」
と
思
ひ
、
…
…
（
肥
後
加
藤
家
に
勤
仕
す

る
従
弟
に
紹
介
し
よ
う
と
言
う
。）

こ
れ
は
こ
れ
で
事
の
経
緯
を
矛
盾
無
く
説
明
し
て
い
る
。

　

一
方
『
二
葉
の
梅
』
で
は
、
梅
谷
村
へ
移
る
時
、
岩
村
喜
蔵
が

石
見
を
「
剣
術
の
達
人
な
り
」
と
す
る
紹
介
状
を
鈴
木
作
右
衛
門

な
る
者
に
送
り
、
鈴
木
が
石
見
に
住
居
を
与
え
て
剣
術
師
範
を
さ

せ
た
こ
と
が
加
わ
る
。
そ
こ
に
水
公
事
の
勝
利
が
あ
っ
て
石
見
は

ま
す
ま
す
村
人
か
ら
崇
め
ら
れ
た
が
、
殊
に
馬
渕
郷
右
衛
門
は
彼

を
尊
敬
し
仕
官
の
世
話
を
し
た
と
す
る
。

（
石
見
は
水
公
事
の
勝
利
に
よ
っ
て
）次
第
に
其
沙
汰
広
く
、

近
付
に
な
ら
ん
と
門
前
に
市
を
な
し
け
る
。
爰
に
南
都
の
宮

家
の
家
来
に
、
馬
渕
郷
右
衛
門
と
い
ふ
も
の
、
わ
き
て
三
郎

左
衛
門
を
尊
敬
し
、
剣
術
柔
術
智
恵
才
覚
迄
た
く
ま
し
き
男

を
か
ゝ
る
在
郷
に
置
ん
は
、
玉
を
泥
中
に
沈
め
置
が
ご
と
し

と
、
…
…
（
肥
後
加
藤
家
に
勤
仕
す
る
従
弟
に
紹
介
し
よ
う
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三
一

と
言
う
。）

馬
渕
は
石
見
の
一
連
の
行
動
か
ら
、
彼
を
武
芸
達
者
で
あ
る
上
に

才
智
も
勝
れ
る
者
と
見
て
取
っ
て
心
を
動
か
し
た
と
す
る
。
こ
こ

で
も
、
人
の
心
情
に
沿
っ
て
そ
の
必
然
を
示
し
て
い
く
書
き
方
に

な
っ
て
い
る
。

　

『
北
野
聖
廟
霊
験
記
』
で
は
冒
頭
の
章
段
を
「
池
上
七
九
郎
越

前
出
奔
之
事
幷
七
九
郎
熊
野
湯
の
峯
へ
至
る
事
」
と
称
し
、
七
九

郎
（
即
ち
石
見
）
が
然
々
し
た
と
事
の
経
緯
を
叙
す
る
、
実
録
流

の
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
一
方
『
二
葉
の
梅
』
で
は
章
段
名
を
「
池

上
七
九
郎
が
伝
」
と
し
、
人
物
と
し
て
石
見
に
注
目
し
よ
う
と
す

る
。
本
作
に
は
、
石
見
が
悪
人
と
し
て
い
か
に
生
き
た
か
、
そ
の

生
き
様
を
全
体
像
と
し
て
示
そ
う
と
す
る
意
図
が
貫
流
し
て
い

る
。
ま
た
、
実
録
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
石
見
の
妻
子
の
こ
と
が

加
え
ら
れ
た
（
梗
概
③
、
⑦
、
⑫
）。
石
見
と
初
瀬
と
の
間
に
生

ま
れ
た
三
之
丞
は
、
剣
術
に
勝
れ
生
来
盗
癖
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、

石
見
の
性
質
を
受
け
継
い
で
い
る
。
彼
は
悪
事
を
重
ね
、
終
に
父

が
お
菊
と
慶
次
郎
に
討
た
れ
る
の
を
見
る
や
懺
悔
自
害
す
る
。
己

の
罪
を
告
白
し
、「
誠
親
の
悪
し
き
血
筋
を
引
し
と
お
も
ひ
合
せ

侍
る
。
か
ゝ
る
悪
人
共
な
れ
ば
、
い
か
で
天
道
ゆ
る
し
給
は
ん
。

…
…
此
上
の
情
に
は
、
我
死
骸
父
と
一
緒
に
埋
み
給
は
れ
」
と
述

べ
て
絶
命
す
る
。
越
前
に
お
け
る
七
九
郎
に
始
ま
っ
た
悪
は
三
之

丞
へ
と
分
岐
し
て
増
長
し
、終
に
父
子
と
も
に
滅
ん
で
終
結
す
る
。

��

実
録
は
、
事
と
事
と
の
繋
が
り
を
、
筋
を
通
し
な
が
ら
叙
述
し

て
い
く
。
読
本
で
は
、
人
の
心
情
の
必
然
に
よ
っ
て
話
を
連
結
し

な
が
ら
、
同
時
に
全
編
を
構
造
と
し
て
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
が
見
て
取
れ
る
。

二
．二
　
歌
舞
伎
『
け
い
せ
い
会
稽
山
』

　

歌
舞
伎
『
け
い
せ
い
会ゆ

き

稽み
る

山や
ま

』（
近
松
徳
三
作
）
の
存
在
を
島

津
忠
夫
先
生
よ
り
教
示
い
た
だ
い
た
。
こ
の
戯
曲
の
詳
細
に
つ
い

て
は
『
島
津
忠
夫
著
作
集
』
第
一
一
巻
（
二
○
○
七
年
、
和
泉
書

院
）
に
記
さ
れ
る
。
実
録
『
北
野
聖
廟
霊
験
記
』
と
対
比
し
て
み

る
に
、
こ
れ
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
初
演

は
読
本
『
二
葉
の
梅
』
に
先
行
す
る
寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）。

以
下
島
津
先
生
よ
り
複
写
を
貸
与
い
た
だ
い
た
愛
知
県
立
大
学
蔵

写
本
に
拠
っ
て
掲
げ
る
。
こ
の
作
で
は
真
柴
家
（
真
柴
久
吉
は
即

ち
羽
柴
（
豊
臣
）
秀
吉
の
こ
と
）
と
肥
後
加
藤
家
に
関
わ
る
騒
動

を
新
た
に
設
定
す
る
。
加
藤
家
に
仕
え
る
八
代
一
角
、
実
は
明
智

光
秀
の
弟
左
馬
五
郎
光
興
で
あ
り
、
兄
を
討
っ
た
真
柴
久
吉
と
そ

の
一
族
を
滅
亡
に
追
い
込
み
無
念
を
晴
ら
そ
う
と
企
て
る
。
真
柴
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三
二

久
秋
が
父
久
吉
の
命
を
受
け
、
家
の
重
宝
深
雪
丸
の
剣
を
有
馬
0

0

湯

の
峯
権
現
へ
奉
納
。
一
角
は
池
上
七
九
郎
（
後
の
今
見

0

0

三
郎
左
衛

門
）
に
命
じ
、
こ
の
深
雪
丸
を
盗
み
出
さ
せ
、
ま
た
岡
本
三
木
之

進
を
害
し
て
巻
子
（
本
作
で
は
軍
学
の
書
「
水
術
の
一
巻
」
と
さ

れ
る
）
を
奪
わ
せ
る
。
加
藤
家
の
老
臣
上
田
覚
左
衛
門
は
一
角
の

正
体
を
看
破
す
る
が
、
七
九
郎
に
よ
っ
て
闇
討
ち
に
さ
れ
る
。
岡

本
の
娘
お
菊
、
上
田
の
息
子
慶
次
郎
は
、
そ
れ
ぞ
れ
七
九
郎
を
敵

と
狙
い
、
終
に
討
ち
取
る
。

　

池
上
七
九
郎
（
今
見
三
郎
左
衛
門
）
は
、
八
代
一
角
か
ら
「
一

飛
び
の
立
身
、
大
名
に
な
る
気
は
な
い
か
」
と
持
ち
か
け
ら
れ
、

己
の
慾
に
従
っ
て
行
動
し
て
い
る
如
く
で
あ
る
が
、
実
は
明
智
の

家
来
四
方
天
の
伜
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
終
末
部
、
桃
山
の

執
権
岩
倉
競
正
が
お
菊
と
慶
次
郎
へ
の
助
力
を
始
め
る
や
、
岩
倉

に
よ
っ
て
一
方
的
に
欺
か
れ
て
深
雪
丸
を
賺
し
取
ら
れ
、
終
に
誘

き
出
さ
れ
て
両
人
に
討
ち
取
ら
れ
る
。
同
じ
く
実
録
『
北
野
聖
廟

霊
験
記
』
を
典
拠
と
し
な
が
ら
、『
二
葉
の
梅
』
が
七
九
郎
の
悪

に
着
目
し
、
そ
の
一
貫
し
た
生
き
様
を
描
き
出
す
こ
と
を
全
体
の

中
心
に
据
え
た
の
と
は
方
向
が
異
な
る
。

　

読
本
『
二
葉
の
梅
』
が
、
石
見
の
盗
ん
で
所
持
す
る
刀
を
深
雪

丸
の
剣
と
し
て
い
た
の
は
、
こ
の
『
け
い
せ
い
会
稽
山
』
に
拠
っ

た
も
の
で
あ
る
。「
霰
た
ば
し
る
乱
れ
ゆ
き
、
抜
け
ば
忽
ち
空
か

き
く
も
り
て
一

ト
し
き
り
降
る
雪
催
ふ
」（
七
ツ
目
）
の
如
く
、
剣

を
抜
け
ば
雪
降
る
場
面
が
舞
台
で
の
見
せ
場
と
な
っ
て
い
た
と
推

測
で
き
る
。『
二
葉
の
梅
』
で
は
こ
れ
を
、
石
見
が
人
に
崇
敬
の

念
を
起
こ
さ
せ
る
道
具
と
し
て
使
っ
た
の
で
あ
る
。『
二
葉
の
梅
』

の
作
者
栗
杖
亭
鬼
卵
が
『
け
い
せ
い
会
稽
山
』
を
参
照
し
て
い
た

こ
と
は
、
次
に
掲
げ
る
お
菊
と
慶
次
郎
の
拮
抗
と
そ
の
解
決
の
扱

い
方
に
お
い
て
も
窺
い
知
れ
る
。

二
．三
　『
け
い
せ
い
会
稽
山
』
か
ら
『
北
野
霊
験
二
葉
の
梅
』
へ

　

前
記
の
梗
概
⑩
と
⑬
、
お
菊
、
慶
次
郎
が
北
野
天
満
宮
で
行
き

会
い
、
そ
の
後
各
々
敵
石
見
三
郎
左
衛
門
を
見
出
し
所
司
代
か
ら

敵
討
許
可
を
得
る
く
だ
り
は
、
実
録
『
北
野
聖
廟
霊
験
記
』
と
読

本
『
二
葉
の
梅
』
と
の
間
で
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
こ
の
相
違
が

生
じ
た
経
緯
は
、
間
に
歌
舞
伎
『
け
い
せ
い
会
稽
山
』
を
置
い
て

み
る
こ
と
に
よ
っ
て
理
解
で
き
る
。

　

ま
ず
『
北
野
聖
廟
霊
験
記
』
に
お
け
る
⑩
の
話
。
お
菊
と
慶
次

郎
は
互
い
の
こ
と
を
知
ら
ず
、
各
々
敵
討
の
成
就
を
願
っ
て
北
野

天
満
宮
に
日
参
す
る
が
、
言
葉
を
交
わ
す
こ
と
も
な
い
。
あ
る
日

境
内
で
お
菊
は
悪
漢
に
襲
わ
れ
自
力
で
撃
退
す
る
が
、
慶
次
郎
は
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三
三

こ
れ
を
知
ら
な
か
っ
た
（
─
天
満
宮
で
は
両
人
直
接
関
与
を
生
ぜ

ず
）。
⑬
、
お
菊
の
方
が
先
に
石
見
が
親
王
家
に
潜
む
こ
と
を
つ

き
と
め
、
所
司
代
小
笠
原
佐
渡
守
に
敵
討
許
可
を
願
い
出
る
。
慶

次
郎
は
、
先
日
敵
討
を
願
い
出
た
者
が
い
る
と
の
噂
を
聞
い
て
、

自
分
も
探
り
を
入
れ
て
石
見
の
在
処
を
確
認
し
、
敵
討
を
願
い
出

る
（
─
慶
次
郎
の
方
が
後
手
に
回
っ
て
い
る
）。
慶
次
郎
は
、
お

菊
な
る
者
は
い
か
な
る
家
系
か
と
秘
か
に
探
り
、
所
司
代
に
対
面

し
て
彼
女
を
貶
め
つ
つ
自
分
の
優
先
権
を
申
し
立
て
、
こ
れ
を

知
っ
た
お
菊
の
側
は
反
論
す
る
。
一
方
、
所
司
代
と
親
王
家
と
の

間
で
は
、
石
見
の
引
き
渡
し
の
要
求
と
拒
否
が
再
三
繰
り
返
さ
れ

る
（
こ
れ
は
武
家
と
公
家
と
の
対
立
の
問
題
）。
事
態
行
き
詰
ま

る
中
所
司
代
は
お
菊
、
慶
次
郎
を
同
じ
座
に
召
し
、
夫
婦
と
な
る

よ
う
言
い
渡
す
。
両
者
互
い
に
顔
を
見
合
わ
す
に
、
天
満
宮
で
毎

日
見
か
け
た
相
手
で
あ
っ
た
。

（
所
司
代
、）「
…
…
慶
次
郎
も
数
年
ほ
う
ぼ
う
敵
を
た
づ
ね

め
ぐ
り
し
身
な
れ
ば
、
い
ま
だ
さ
だ
ま
る
妻
も
有
ま
じ
。
菊

も
お
な
じ
く
所
々
を
廻
り
し
事
な
れ
ば
、
外
々
に
嫁
す
る
や

く
そ
く
も
あ
る
ま
じ
。
ゆ
へ
慶
次
郎
、
菊
を
妻
と
さ
だ
む
べ

し
。
然
ら
ば
た
が
い
に
親
し
う
と
の
敵
な
れ
ば
、
両
人
心
を

あ
わ
せ
う
ち
と
る
べ
し
。
…
…
」
…
…
（
両
人
、
拝
伏
し
て

承
り
）
互
に
顔
を
見
あ
わ
せ
ば
、
い
つ
ぞ
や
よ
り
北
野
天
満

宮
参
詣
い
た
し
け
る
た
び
ご
と
に
社
頭
に
て
出
あ
ふ
か
、
ま

た
は
道
に
て
ゆ
き
あ
ふ
か
、
ぜ
ひ
あ
わ
ず
と
い
ふ
事
は
な
か

り
し
に
、
た
ゞ
い
ま
の
上
意
を
聞
て
そ
れ
と
口
に
は
い
わ
ね

ど
も
、
天
満
宮
の
御
引
あ
わ
せ
な
る
か
と
、
た
が
い
に
目
と

目
を
見
あ
わ
せ
て
こ
そ
う
つ
む
き
け
る
。
小
笠
原
殿
御
近
習

に
あ
ふ
せ
付
ら
れ
、
用
意
の
三
宝
、
の
し
、
こ
ん
ぶ
、
か
わ

ら
け
す
へ
て
も
ち
い
づ
れ
ば
、
小
笠
原
殿
か
わ
ら
け
を
取
上

給
ひ
、
…
…
（
夫
婦
固
め
の
盃
を
な
す
。）

両
人
の
結
婚
は
、
所
司
代
が
膠
着
状
態
を
打
開
す
る
た
め
に
予
め

考
案
し
た
策
で
あ
っ
た
。祝
言
の
た
め
の
品
々
を
用
意
し
た
上
で
、

両
人
を
召
し
て
申
し
渡
し
て
い
る
。

　

『
二
葉
の
梅
』
で
は
こ
の
話
に
改
変
が
加
え
ら
れ
る
。
お
菊
と

慶
次
郎
は
そ
れ
ぞ
れ
敵
討
の
成
就
を
願
っ
て
北
野
天
満
宮
に
日
参

す
る
が
、
互
い
に
言
葉
を
交
わ
す
こ
と
も
な
い
。
あ
る
日
境
内
で

お
菊
が
悪
漢
に
襲
わ
れ
、
懸
命
に
戦
う
が
窮
地
に
陥
る
。
こ
れ
を

見
か
ね
た
慶
次
郎
が
加
勢
し
て
救
う
（
─
天
満
宮
で
両
人
互
い
に

関
与
）。
こ
の
後
お
菊
と
慶
次
郎
は
、
別
々
に
同
時
進
行
で
石
見

の
在
処
を
つ
き
と
め
、
同
時
に
所
司
代
建
川
藤
高
へ
敵
討
を
願
い

出
る
（
─
両
者
は
全
く
対
等
）。
こ
こ
で
作
者
は
、
対
等
を
強
調
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す
る
次
の
一
節
を
入
れ
て
い
る
。

（
お
菊
、
慶
次
郎
そ
れ
ぞ
れ
）
同
時
に
建
川
の
館
に
来
り
、

取
次
を
以
て
敵
打
の
事
を
願
ひ
け
る
。
取
次
二
通
の
許
状
を

以
て
藤
高
の
前
に
来
り
、「
不
思
義
の
事
の
候
者
か
な
。
親

王
家
の
家
来
石
見
三
郎
左
衛
門
と
申
者
、
長
州
の
家
臣
北
川

新
十
郎
が
孫
娘
、
親
の
敵
と
申
、
又
加
藤
家
の
家
臣
上
田
慶

次
郎
と
申
者
、
是
又
石
見
三
郎
左
衛
門
を
親
の
敵
と
、
両
人

許
状
を
以
願
出
候
。
敵
は
壱
人
、
討う

ち
て人

は
両
人
、
一
時
に
願

出
候
儀
、
前
代
未
聞
の
義
に
候
」
と
申
け
る
。

両
人
所
司
代
建
川
の
御
前
に
呼
び
出
さ
れ
、
互
い
に
顔
を
見
合
わ

す
に
、
天
満
宮
に
て
救
い
救
わ
れ
た
相
手
で
あ
っ
た
。
が
、
双
方

自
分
の
優
先
権
を
主
張
し
て
譲
ら
な
い
。
所
司
代
は
そ
の
場
で
案

じ
出
し
、
両
人
に
盃
を
与
え
夫
婦
と
な
す
。

互
に
㒵か

ほ

を
見
合
す
れ
ば
、
先
日
北
野
に
て
難
を
救
ひ
し
婦
人

な
れ
ば
、
両
人
大
に
驚
き
な
が
ら
、
夫そ

れ

と
も
言
れ
ず
謹
で
扣ひ

か

へ
け
る
。（
両
人
と
も
所
司
代
に
対
し
、
各
々
討
つ
権
利
を

主
張
し
て
譲
ら
ず
。）
…
…
藤
高
双
方
の
争
ひ
を
つ
く
づ
く

と
聞
給
ひ
、
暫
く
思
案
あ
り
け
る
が
、「
慶
次
郎
は
何
歳
に

成
り
給
ふ
ぞ
」。
慶
次
郎
謹
で
、「
当
年
十
八
歳
に
相
成
候
」。

お
菊
を
近
く
呼
れ
、「
そ
な
た
は
い
く
つ
に
な
る
ぞ
や
」。
お

『北野
霊験二葉の梅』巻六　お菊、慶次郎（右側手前）、

同時に建川藤高（左側奥）へ訴え出る。（島根大学附属図書館堀文庫蔵）
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　　 ─ 《論文》

三
五

菊
㒵
赤
や
か
に
成
し
て
、「
わ
ら
は
ゝ
十
六
に
な
り
侍
る
」。

藤
高
手
を
は
た
と
打
給
ひ
、
近
習
の
者
を
召
て
銚
子
土
器
を

と
り
寄
、
自

み
づ
か
ら

一
つ
ほ
し
て
お
菊
に
さ
し
給
ひ
て
、「
其
酒
を

呑
で
慶
次
郎
へ
さ
す
べ
し
」。
お
菊
不
審
な
が
ら
、
大
名
の

命
な
れ
ば
、
少
し
呑
で
慶
次
郎
へ
さ
す
。
慶
次
郎
も
何
か
は

し
ら
ね
ど
も
頂
き
て
一
つ
呑
け
れ
ば
、
藤
高
公
、「
是
へ
つ

か
は
す
べ
し
」
と
、
又
一
つ
請う

け

給
ひ
、「
…
…
今
日
よ
り
建

川
藤
高
が
媒
に
て
、
慶
次
郎
、
お
菊
夫
婦
と
な
す
也
。
然
る

時
は
、
お
菊
が
親
は
舅
姑
な
り
。
ま
た
お
菊
は
上
田
覚
左
衛

門
則

す
な
は
ち

舅
な
り
。
互
に
舅
親
の
敵
な
れ
ば
、
一
二
を
あ
ら
そ

ふ
に
お
よ
ば
ず
。
両
人
に
て
討
ん
は
本
望
な
ら
ず
や
」
と
利

非
明
白
の
仰
に
、

こ
れ
は
所
司
代
が
お
菊
、
慶
次
郎
の
拮
抗
矛
盾
を
見
て
取
り
、「
暫

く
思
案
」
し
て
「
手
を
は
た
と
打
」、
そ
の
場
で
直
感
的
に
案
じ

出
し
た
策
で
あ
る
。銚
子
土
器
の
用
意
も
即
興
的
に
命
じ
て
い
る
。

　

『
二
葉
の
梅
』
の
作
者
栗
杖
亭
鬼
卵
は
以
上
の
よ
う
な
改
変
を

な
す
に
あ
た
り
、
歌
舞
伎
『
け
い
せ
い
会
稽
山
』
を
参
照
し
た
と

推
測
す
る
。『
け
い
せ
い
会
稽
山
』
で
は
、
酔
漢
に
襲
わ
れ
た
お

菊
を
慶
次
郎
が
助
け
る
話
が
あ
る
。
た
だ
し
こ
こ
で
の
お
菊
は
全

く
武
芸
の
心
得
が
な
く
、
怯
え
な
が
ら
慶
次
郎
に
助
け
を
求
め
、

そ
の
上
言
葉
を
交
わ
し
言
い
寄
っ
て
い
る
（
慶
次
郎
を
自
分
の
敵

討
の
後
ろ
楯
に
頼
み
た
い
思
い
も
含
ま
れ
る
）。
慶
次
郎
も
、
撃

退
の
後
の
別
れ
際
に
「
墨
染
を
後
日
お
訪
ね
な
さ
れ
よ
」
と
自
分

の
居
留
地
を
示
し
、「
立
留
り
振
返
り
、
お
菊
顔
見
合
せ
、
双
方

こ
な
し
有
て
ち
よ
つ
と
目
礼
」
と
、
恋
の
始
ま
り
の
如
く
書
か
れ

る
。
こ
の
後
お
菊
は
押
し
か
け
て
嫁
入
り
し
て
来
る
が
、
慶
次
郎

は
大
望
あ
る
我
が
身
を
思
い
こ
れ
を
断
る
。
一
方
で
敵
の
探
索
の

方
は
進
捗
し
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
親
の
敵
が
池
上
七
九
郎
（
今
見

三
郎
左
衛
門
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
岩
倉
競
正
に
届
け
出
る
。

双
方
張
り
合
う
と
こ
ろ
、
岩
倉
が
か
ね
て
用
意
の
三
方
土
器
調
え

て
媒
妁
を
な
す
。
恋
情
の
叶
っ
た
お
菊
は
「
嬉
し
き
こ
な
し
。
喜

び
立
ち
騒
ぎ
」、「
是
と
い
ふ
も
、
あ
ゆ
み
を
は
こ
ん
だ
天
満
宮
の

御
利
生
」
と
歓
喜
す
る
。

　

『
二
葉
の
梅
』
で
は
、『
け
い
せ
い
会
稽
山
』
が
両
人
天
満
宮

に
お
い
て
救
い
救
わ
れ
る
関
係
に
な
っ
た
と
し
た
の
を
取
り
入
れ

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
二
人
の
間
に
恋
情
に
繋
が
る

よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
と
は
書
か
な
か
っ
た
。
双
方
、
当
初
天
満

宮
で
互
い
の
姿
を
見
て
気
に
は
と
め
て
い
た
。

上
田
慶
次
郎
は
日
毎
に
参
詣
し
て
、
お
菊
を
見
て
、
や
さ
し

く
も
女
の
身
に
日
参
あ
る
も
の
か
な
。
深
き
願
の
あ
る
や
ら
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六

ん
と
の
み
思
ひ
て
、
終
に
詞
を
も
か
け
ず
。
お
菊
も
、
清
ら

か
な
る
若
衆
の
神
前
に
願ね

ぎ

言ご
と

の
真
心
な
る
を
殊
勝
に
お
も

ひ
、

や
さ
し
、
殊
勝
と
は
認
め
た
が
、
そ
れ
以
上
の
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
慶
次
郎
が
お
菊
を
救
っ
た
直
後
も
、
こ
れ
で
何
か
特
別
な
感

情
を
生
じ
た
と
は
し
な
い
。
そ
の
上
で
、
こ
れ
が
互
い
の
深
き
因

縁
の
予
兆
で
あ
っ
た
と
は
後
に
な
っ
て
思
い
知
る
こ
と
で
あ
っ
た

と
記
す
。

（
お
菊
は
）
慶
次
郎
に
向
ひ
、「
扨
々
思
ひ
寄
ら
ぬ
事
に
て

難
儀
致
せ
し
に
、
御
身
さ
ま
の
御
陰
に
て
（
悪
漢
は
）
皆
々

逃
去
り
し
と
見
え
侍
る
有
難
さ
よ
」
と
礼
謝
す
れ
ば
、
慶
次

郎
も
、「
婦
人
の
途
中
に
て
御
難
儀
と
見
受
挨
拶
せ
し
に
、

理
不
尽
な
る
や
つ
ば
ら
ゆ
へ
、
無
拠
加
勢
い
た
せ
し
な
り
。

御
礼
に
預
る
程
の
事
に
あ
ら
ず
。
御
縁
も
あ
ら
ば
ま
た
御
目

に
か
ゝ
り
申
さ
ん
」
と
立
別
れ
け
る
が
、
深
き
因
縁
の
初
と

は
後
に
ぞ
お
も
ひ
し
ら
れ
け
る
。

こ
の
天
満
宮
の
場
面
に
お
い
て
鬼
卵
は
、『
け
い
せ
い
会
稽
山
』

を
踏
ま
え
な
が
ら
敢
え
て
違
い
を
出
し
た
。
敵
討
に
恋
愛
と
い
う

要
素
を
混
在
さ
せ
て
解
決
へ
と
運
ぶ
と
い
う
方
法
を
と
る
こ
と
な

く
、
ま
ず
は
両
人
を
そ
れ
ぞ
れ
己
の
敵
討
の
み
に
生
き
る
人
と
し

た
の
で
あ
る
。

　

所
司
代
に
よ
る
婚
姻
申
し
渡
し
直
後
の
文
脈
に
も
改
変
が
あ

る
。『
北
野
聖
廟
霊
験
記
』
の
該
当
箇
所
（
前
掲
）
で
は
、「
天
満

宮
の
御
引
あ
わ
せ
な
る
か
と
、
た
が
い
に
目
と
目
を
見
あ
わ
せ
て

こ
そ
う
つ
む
き
け
る
」
と
、
当
人
た
ち
が
、
こ
う
し
て
互
い
に
夫

婦
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
天
満
宮
の
計
ら
い
と
受
け
と
め
た
と

す
る
。
一
方
『
二
葉
の
梅
』
で
は
こ
の
時
の
当
人
た
ち
の
反
応
に

は
一
切
触
れ
ず
、同
席
し
て
い
た
無
敵
斎（
お
菊
の
後
見
人
）が「
い

か
さ
ま
明
君
の
御
差
図
、
残
る
か
た
な
き
御
計
ひ
」
云
々
と
礼
謝

し
、
こ
れ
に
対
し
て
所
司
代
が
敵
討
に
助
力
す
る
旨
を
次
の
よ
う

に
語
っ
て
こ
の
話
は
終
わ
る
。

（
所
司
代
）「
…
…
親
王
の
御
所
を
お
び
き
出
し
、
両
人
に

本
望
遂
さ
す
べ
し
。
か
な
ら
ず
せ
く
事
な
か
れ
。
し
か
し
両

人
日
々
心
を
つ
け
、
石
見
を
取
逃
さ
ぬ
や
う
に
、
細さ

い

さ
く
を

付つ
け

を
く
べ
し
」
と
、
其
日
は
館
を
か
へ
り
し
が
、
是
全
く
天

満
宮
の
御
利
生
な
ら
ず
や
。

鬼
卵
は
こ
の
話
を
男
女
間
の
事
と
捉
え
る
視
点
を
意
識
的
に
回
避

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
い
う
御
利
生
は
縁
結
び
の
こ
と

で
は
な
い
。
両
者
の
間
で
高
ま
っ
た
矛
盾
が
超
え
ら
れ
、
事
態
は

一
気
に
解
決
へ
と
向
か
う

─
こ
の
解
決
を
も
た
ら
し
た
の
が
天
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　　 ─ 《論文》

三
七

満
宮
の
御
計
ら
い
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

別
々
の
土
地
で
親
を
討
た
れ
全
く
知
ら
ぬ
同
士
の
生
き
様
を
、

恰
も
平
行
す
る
二
線
の
如
く
交
互
に
描
い
て
い
く
。〝
同
時
・
対

等
〟
と
い
う
状
況
の
中
、
平
行
は
対
立
・
矛
盾
へ
と
至
る
。
そ
し

て
こ
の
矛
盾
が
極
限
ま
で
高
ま
っ
た
時
、
急
転
回
に
よ
っ
て
解
決

が
も
た
ら
さ
れ
る
。
前
引
の
「
是
全
く
天
満
宮
の
御
利
生
な
ら
ず

や
」
と
は
、
先
の
天
満
宮
で
の
一
回
限
り
の
接
点
を
予
兆
で
あ
っ

た
か
と
顧
み
つ
つ
（「
深
き
因
縁
の
初
と
は
後
に
ぞ
お
も
ひ
し
ら

れ
け
る
」）、
こ
の
解
決
を
奇
瑞
の
如
く
感
慨
を
以
て
捉
え
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
読
者
は
、
こ
の
平
行
か
ら
対
立
・
矛

盾
へ
、
予
兆
、
急
転
回
に
よ
る
収
束
と
い
う
、
全
編
に
わ
た
る
構

造
を
了
解
し
つ
つ
読
む
こ
と
に
な
る
。
作
者
鬼
卵
は
、
実
録
『
北

野
聖
廟
霊
験
記
』
に
、
掲
げ
て
き
た
よ
う
な
改
変
付
加
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
読
本
独
自
の
様
式
へ
と
編
み
直
そ
う
と
し
た
と
解

さ
れ
る
。

三
　
『
絵
本
忠
臣
蔵
』
に
つ
い
て

　

次
に
河
本
家
蔵
の
版
本
の
中
か
ら
読
本
『
絵
本
忠
臣
蔵
』
に
つ

い
て
検
討
す
る
。
速
水
春
暁
斎
作
・
画
。
前
編
は
寛
政
一
二
年

（
一
八
○
○
）、
後
編
は
文
化
五
年
（
一
八
○
八
）
刊
。
各
編
そ
れ

ぞ
れ
一
○
巻
一
○
冊
。
書
名
に
よ
れ
ば
浄
瑠
璃
『
仮
名
手
本
忠
臣

蔵
』（
寛
延
元
年
〈
一
七
四
八
〉
初
演
）
を
小
説
化
し
た
も
の
の

如
く
で
あ
る
が
、
実
際
の
内
容
は
、
実
録
『
赤
穂
精
義
内
侍
所
』

に
大
き
く
拠
っ
て
い
る
こ
と
が
、
山
本
卓
「
義
士
伝
実
録
と
『
絵

本
忠
臣
蔵
』」
に
指
摘
さ
れ
て
い
る（

７
）。

　

本
作
の
よ
う
に
書
名
を
「
絵
本
…
」
と
す
る
一
連
の
読
本
を
、

〈
絵
本
も
の
読
本
〉
と
称
す
る
。
こ
れ
は
『
絵
本
太
閤
記
』（
初
編

寛
政
九
年
〈
一
七
九
七
〉
刊
）
に
始
ま
り
幕
末
ま
で
脈
々
と
続
い

た
ジ
ャ
ン
ル
で
、
実
録
を
種
本
と
し
、
挿
絵
を
多
く
入
れ
、
版
本

と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
上
方
が
制
作
刊
行
の
中
心
。
た
だ
し
単
な

る
実
録
の
敷
き
写
し
で
は
な
く
、
作
者
の
見
解
に
よ
る
改
変
や
増

補
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
近
年
の
研
究
に
よ
り
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る（

８
）。

　

『
絵
本
忠
臣
蔵
』
は
、
登
場
人
物
名
に
つ
い
て
、
浅
野
内
匠
頭

長
矩
、
大
石
内
蔵
助
な
ど
と
実
名
を
用
い
る
の
で
は
な
く
、
塩
谷

判
官
高
貞
、
大
星
由
良
之
助
な
ど
と
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
の
人

物
名
を
宛
て
る
と
い
っ
た
加
工
を
施
し
て
い
る
が
、
話
の
内
容
そ

の
も
の
は
実
録
『
赤
穂
精
義
内
侍
所
』
を
種
本
と
し
て
赤
穂
仇
討

事
件
を
描
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
。『
絵
本
忠
臣
蔵
』
が
実
録
『
赤

穂
精
義
内
侍
所
』
を
い
か
に
し
て
取
り
入
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
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三
八

『絵本忠臣蔵』後編巻一冒頭（河本家蔵）

『絵本忠臣蔵』後編巻一　塩谷諸士討ち入りの図（河本家蔵）
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　　 ─ 《論文》

三
九

は
山
本
前
掲
論
文
に
詳
述
さ
れ
る
が
、
今
回
稿
者
が
両
作
を
比
較

し
て
み
て
気
付
い
た
点
を
以
下
に
掲
げ
、
こ
の
『
絵
本
忠
臣
蔵
』

の
特
色
に
関
す
る
私
見
を
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い（

９
）。

三
．一
　
塩
谷
判
官
と
高
師
直
の
確
執

　

塩
谷
判
官
と
高
師
直
と
の
間
に
確
執
が
生
じ
終
に
塩
谷
が
師
直

に
切
り
付
け
る
経
緯
に
関
し
て
、『
絵
本
忠
臣
蔵
』
は
ほ
と
ん
ど

『
赤
穂
精
義
内
侍
所
』
を
踏
襲
し
て
い
る
。
即
ち
、
塩
谷
が
十
五

歳
で
初
め
て
将
軍
に
御
目
見
し
た
時
に
師
直
が
塩
谷
を
蔑
ん
だ
こ

と
、
茶
席
に
お
い
て
西
行
法
師
の
一
軸
の
真
贋
を
め
ぐ
り
塩
谷
が

師
直
を
論
破
し
、
こ
れ
を
師
直
が
恨
ん
だ
こ
と
、
塩
谷
が
勅
使
に

対
す
る
饗
応
司
（
接
待
役
）
に
任
命
さ
れ
た
折
に
、
師
直
は
度
々

自
分
に
賄
賂
を
贈
る
よ
う
仄
め
か
す
が
塩
谷
が
贈
ら
な
か
っ
た
た

め
、
師
直
は
故
意
に
塩
谷
を
冷
遇
し
て
恥
を
与
え
た
こ
と
、
か
く

て
塩
谷
の
憤
り
は
限
界
を
超
え
終
に
刃
傷
に
及
ん
だ
こ
と
等
で
あ

る
。
ま
た
全
体
に
わ
た
っ
て
筋
も
文
章
表
現
も
『
赤
穂
精
義
内
侍

所
』
と
大
き
く
重
な
る
。
た
だ
し
『
絵
本
忠
臣
蔵
』
に
お
い
て
独

自
の
工
夫
が
な
さ
れ
た
部
分
も
あ
っ
た
と
認
め
る
。

　

『
絵
本
忠
臣
蔵
』
の
次
の
場
面
、
塩
谷
判
官
が
饗
応
司
に
任
命

さ
れ
た
時
、
師
直
に
、
よ
ろ
し
く
指
図
を
賜
り
た
い
と
挨
拶
す
る

と
、
師
直
は
承
諾
の
旨
を
答
え
つ
つ
、
か
つ
賄
賂
を
よ
こ
す
よ
う

仄
め
か
し
た
と
す
る
。

時
に
師
直
、「
某

そ
れ
が
しも

不
案
内
に
は
候
へ
ど
も
、
聊

い
さ
さ
か

存
知
の
事

は
相
談
に
及
び
候
べ
し
。
土
岐
氏
（
饗
応
司
の
相
役
、
土
岐

右
京
亮
）
へ
も
申
如
く
、（
勅
使
は
）
近
々
御
来
駕
有
べ
き
也
。

尤
勅
使
へ
は
毎
日
進
物
有
て
然
る
べ
し
」
と
申
さ
れ
け
る
。

勅
使
へ
の
進
物
と
述
べ
て
実
は
自
分
へ
の
賄
を
求
め
て
い
る
。
こ

の
あ
と
も
、
勅
使
接
待
に
関
し
て
「
金
銀
を
い
と
は
ず
申
付
べ
し
」

と
述
べ
て
「
余
所
な
が
ら
賄
賂
の
催
促
を
為な

す

」
も
の
の
、
塩
谷
は

贈
ら
な
か
っ
た
。
か
く
て
師
直
は
、
塩
谷
に
よ
る
勅
使
宿
坊
の
し

つ
ら
え
、
膳
の
準
備
の
あ
り
よ
う
を
頭
ご
な
し
に
否
定
し
、「
如

か
く
の

此ご
と
き

事
は
再
応
尋た

づ
ね

問と
ひ

申
さ
る
べ
き
に
、
余
人
に
相
談
あ
り
し
故
か

く
の
ご
と
き
の
間
違
あ
り
」、自
分
に
指
示
を
仰
が
な
い
故
に
誤
っ

た
の
だ
と
決
め
つ
け
、「
都す

べ

て
金
銀
を
吝お

し
むは

常
也
」
と
罵
倒
し
た
。

緊
迫
が
走
っ
た
が
、
塩
谷
家
臣
速
見
惣
左
衛
門
が
陳
謝
し
、
師
直

は
「
万
事
心
を
配
り
進
物
等
麁そ

抹ま
つ

な
き
様
に
計は

か
るべ

し
」
と
、
ま
た

賄
賂
要
求
を
仄
め
か
し
、
何
と
か
こ
の
日
は
収
ま
っ
た
。
以
上
の

こ
と
は
全
て
『
赤
穂
精
義
内
侍
所
』
に
備
わ
っ
て
お
り
、『
絵
本

忠
臣
蔵
』
は
そ
れ
を
踏
襲
し
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
こ
れ
に
続
く
一
節
は
、『
絵
本
忠
臣
蔵
』
の
作
者
速
水

74



No.18　2016.2

四
〇

春
暁
斎
が
新
た
に
付
加
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
師
直
は
、
前

掲
の
よ
う
に
仄
め
か
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
依
然
塩
谷
か
ら
の
賄
賂

が
な
か
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
不
快
と
し
、
更
に
塩
谷
を
罵
っ
た
。

（
師
直
は
）
昨
日
建
長
寺
に
於
て
塩
谷
が
家
臣
速
見
惣
左
衛

門
へ
音
物
の
喩な

ぞ

を
以
て
賄
賂
を
乞こ

は

れ
け
れ
ば
、
定
て
其
夜
は

其
沙
汰
に
も
及
ぶ
べ
く
と
心
に
是
を
待ま

た

れ
し
か
ど
、
終
に
其

事
な
け
れ
ば
、
心
に
怒
り
、
鶴
が
岡
に
入
来
り
て
塩
谷
判
官

に
向
ひ
て
申
け
る
は
、「
饗
応
の
品
例
年
に
は
事
替
り
麁
相

に
候
也
。
大
切
の
賓
客
成な

れ

ば
丁
寧
を
尽
さ
る
べ
き
に
、
以
の

外
の
事
也
」
と
こ
と
ご
と
敷し

く

咎
ら
る
。

傍
線
部
は
、
や
は
り
表
向
き
勅
使
へ
の
接
待
の
こ
と
と
し
な
が
ら

実
は
自
分
へ
の
賄
の
こ
と
を
言
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
塩
谷
は

こ
れ
を
言
葉
通
り
の
意
味
に
受
け
取
り
、
し
か
し
管
領
か
ら
は
花

美
を
制
せ
ら
れ
て
い
る
と
返
答
し
た
。
こ
れ
が
師
直
の
怒
り
に
火

を
付
け
た
。

高
貞
揖い

つ

譲じ
や
うし

て
申
る
は
、「
仰
の
趣
至
極
せ
り
。
さ
り
な
が

ら
管
領
よ
り
花
美
を
制
し
給
ふ
由
仰
渡
さ
れ
候
」
と
言
け

れ
ば
、
師
直
面
を
荒
ら
げ
、「
判
官
殿
は
田
舎
人
ゆ
へ
礼
式

を
知
ら
れ
ざ
る
は
尤
也
。
式
法
は
京
家
の
支
配
成な

る

に
、
管
領

に
下
知
を
受う

け

ら
る
ゝ
社こ

そ

奇
怪
也
。
惣
じ
て
侍
は
貧
福
に
限
ら

ず
君
の
為
に
は
一
命
を
も
捨
る
事
珍
ら
し
か
ら
ず
。
賓
客
を

饗
応
す
る
に
、
な
ど
金
銀
の
費つ

い
へを

思
ひ
疎

お
ろ
そ
か

に
致

い
た
さ
る

べ
き
や
。

畢
竟
其
元
鄙ひ

吝り
ん

に
し
て
管
領
の
詞
を
幸
ひ
に
、
我
は
㒵が

ほ

な
る

こ
そ
不
敬
な
り
」
と
、

こ
こ
で
師
直
は
、
塩
谷
が
自
分
以
外
の
者
に
下
知
を
受
け
た
こ
と

を
殊
に
憤
っ
て
い
る
。
作
者
速
水
春
暁
斎
は
『
赤
穂
精
義
内
侍
所
』

に
描
か
れ
た
師
直
に
、
自
分
の
み
が
人
の
上
に
立
っ
て
差
配
で
き

る
人
間
で
あ
る
と
す
る
優
越
に
こ
だ
わ
り
、
賄
も
そ
の
上
下
関
係

の
証
し
と
考
え
る
者
と
い
う
人
間
像
を
読
み
取
り
、
そ
れ
を
強
調

し
よ
う
と
し
た
と
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
一
方
の
塩
谷
は
師
直
の
そ

の
よ
う
な
心
の
あ
り
方
を
結
局
理
解
し
得
な
か
っ
た
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

高
貞
忽
ち
面
色
変
じ
、「
管
領
の
指さ

し
づ揮

を
守
る
に
如い

か
が何

不
調

法
に
候
や
。
急き

つ

度と

承
り
候
べ
し
。
返
答
に
依
て
思
案
有
り
」

と
早
忍こ

ら

へ
難
き
体
に
見
え
け
れ
ば
、
其
座
の
諸
侯
手
に
汗
を

握
り
扣ひ

か

へ
ら
る
。

速
水
春
暁
斎
は
、
両
者
の
確
執
の
根
本
を
こ
の
よ
う
な
点
に
捉

え
、
そ
の
こ
と
を
示
す
べ
く
こ
の
一
節
を
設
け
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
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　　 ─ 《論文》

四
一

三
．二
　
大
星
由
良
之
助
の
思
慮

　

『
赤
穂
精
義
内
侍
所
』
に
お
い
て
、
主
君
浅
野
長
矩
が
殿
中
刃

傷
に
よ
り
切
腹
を
申
し
付
け
ら
れ
御
家
断
絶
と
な
っ
た
後
、
大
石

内
蔵
助
に
と
っ
て
最
初
の
課
題
は
、
固
い
復
讐
の
意
思
を
持
つ
同

志
と
そ
う
で
な
い
者
と
を
ふ
る
い
分
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
大
石
が
寄
り
合
い
を
開
く
度
に
、
案
の
定
離
脱
者
が
現

れ
た
。
そ
し
て
最
後
に
残
っ
た
人
た
ち
に
向
か
っ
て
次
の
よ
う
な

対
し
方
を
し
た
と
す
る
。
大
石
は
、
殉
死
覚
悟
で
城
に
集
ま
っ
て

き
た
人
た
ち
に
向
か
っ
て
、
昨
日
ま
で
は
、
城
を
枕
に
殉
死
し
よ

う
と
述
べ
て
い
た
が
、
一
旦
城
を
明
け
渡
し
て
生
き
延
び
る
こ
と

に
し
た
い
、
と
告
げ
る
。
つ
ま
り
殉
死
を
掲
げ
た
こ
と
に
よ
り
、

家
臣
の
中
か
ら
動
か
ぬ
志
を
持
つ
人
の
み
が
こ
こ
に
残
っ
た
と
判

断
し
、
そ
こ
で
い
よ
い
よ
真
意
を
告
げ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

（
大
石
）「
我
心
中
に
一
つ
の
大
義
を
思
ふ
こ
と
あ
り
。
登

城
の
面
々
に
お
い
て
心
を
措
く
に
は
非
ね
共
、
い
ま
だ
露あ

ら
はに

い
ひ
難
し
。
よ
つ
て
一ひ

と

先ま
づ

城
を
明
渡
し
、
追
て
肺
肝
を
明
か

す
べ
し
。
…
…
」
…
…
さ
れ
ば
大
石
昨
日
ま
で
死
を
勧
め
、

今
日
又
生
を
説
く
、
是
則
謀
事
な
り
。
…
…
（
人
々
は
）
良

雄
が
心
底
推
察
す
る
も
せ
ざ
る
も
、「
兎
角
良
雄
の
下
知
次

第
」
と
、
一
向
に
命
を
任
す
る
も
の
な
り
。

た
だ
し
こ
こ
で
大
石
は
、
生
き
延
び
て
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
は

今
は
言
え
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
奥
野
将
監
ら
四
人
の
者
が

不
審
を
述
べ
る
と
、こ
の
人
々
に
の
み
窃
か
に
明
か
し
た
と
す
る
。

「
某
の
所
存
と
い
ふ
は
、
城
を
無
事
に
明
渡
し
暫
く
命
を
全

ふ
し
て
、
吉
良
を
討
て
亡
君
の
泉
下
の
御
憤
を
休
め
、
其
後

に
切
腹
せ
ば
、
苔
の
下
に
て
君
に
拝
謁
し
て
其
の
口
を
あ

ま
ん
ず
、
死
後
の
栄
名
は
千
歳
に
経
る
と
も
朽
ざ
る
べ
し

…
…
」
と
あ
り
け
れ
ば
、
奥
野
を
は
じ
め
四
人
と
も
…
…
喜

悦
の
色
を
顕
し
け
る
。

　

『
絵
本
忠
臣
蔵
』
で
は
こ
の
話
に
以
下
の
よ
う
な
変
更
を
加
え

て
い
る
。
大
星
由
良
之
助
は
、
ま
ず
大
寄
合
と
称
し
て
諸
士
を
城

中
へ
集
め
、
城
を
受
け
取
り
に
来
る
幕
府
の
上
使
を
待
ち
受
け
、

切
腹
殉
死
し
よ
う
、
と
呼
び
か
け
る
。
そ
の
後
も
寄
合
を
重
ね
る

が
、
そ
の
度
に
離
脱
者
が
現
れ
た
。
そ
し
て
途
中
か
ら
「
城
を
一

旦
明
け
渡
し
て
か
ら
殉
死
」
と
い
う
方
針
に
転
じ
、
い
よ
い
よ
最

後
、
決
死
の
覚
悟
で
残
っ
た
人
々
の
前
で
、
本
心
を
明
か
し
た
。

や
や
長
く
な
る
が
ま
と
め
て
引
用
す
る
。
傍
線
部
は
、
最
後
ま
で

残
っ
た
人
々
が
決
死
の
覚
悟
を
表
し
た
所
、
ま
た
点
線
部
は
、
大

星
が
敵
討
の
意
思
を
人
々
に
直
接
明
か
し
た
所
で
あ
る
。

去さ
る

程ほ
ど

に
大
星
由
良
之
助
は
城
を
事
な
く
引
渡
し
、
直す

ぐ

に
我
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四
二

第や
し
きに

帰
り
、
義
士
が
来
り
集
る
を
見
る
に
、
昨
日
迄
七
拾
余

人
有
つ
る
が
、
今
日
に
至
り
て
良や

や

減
じ
漸

や
う
や
う

五
拾
人
に
は
過

ざ
り
け
る
。
由
良
之
助
打
笑
ひ
、「
嗚
呼
頼
み
難
き
世
の
中
、

草
の
露
朝
日
を
待
ず
。
朽
た
る
縄
を
以
て
胡
馬
を
繋
ぎ
留
る

と
も
、
只
ゆ
る
さ
れ
ぬ
は
頃こ

の

日ご
ろ

の
人
心
ぞ
か
し
。
各

お
の
お
の

忠
節

を
抽ぬ

き

ん
で
老
母
妻
子
を
顧
ず
一
命
を
義
の
た
め
に
軽
ん
ぜ
ら

る
ゝ
所
感
激
に
堪
た
り
。
去さ

り

な
が
ら
各

お
の
お
の

最
早
心
残
り
の
事

も
な
く
候
哉
」
と
座
中
を
き
つ
と
見
れ
ば
、
人
々
答
へ
て
申

け
る
は
、「
昨
日
の
御
一
言
に
て
切
腹
と
存
詰つ

め

候
へ
ば
、
何

事
も
思
ひ
置
事
な
く
候
。
介
錯
は
由
良
之
助
殿
御
指
図
下
さ

れ
候
へ
」
と
皆
々
肩
衣
を
後
へ
は
ね
刀
を
腹
に
突
立
ん
気
色

を
と
く
と
見
て
、
大
星
小
声
に
成
て
窃ひ

そ
かに

申
け
る
は
、「
天あ

つ

晴ぱ
れ

成な
る

御
心
中
相
見
へ
候
。
旁

か
た
が
たの

器
量
を
撰ゑ

ら

み
今
日
迄
は
口
外

を
出
さ
ず
候
。
我
各お

の
お
のに

申
談だ

ん

ず
る
子
細
の
候
。
各

お
の
お
のは

如い
か
が何

思
ひ
玉
ひ
候
や
。
臣わ

が
心
残
り
に
候
は
、
高
師
直
に
て
社こ

そ

候

へ
。
各

お
の
お
の

今
日
徒い

た
づ
らに

殉
死
を
遂
る
共
、
亡
君
の
為
御
憤
り
を

休
む
べ
く
と
も
覚
へ
ず
。
死
は
安
く
し
て
生
は
難
し
。
且か

つ

君

の
仇
に
は
共
に
天
を
戴

い
た
だ
かず

と
い
へ
り
。
暫
く
命
を
延
し

謀

は
か
り
ご
と

を
以
て
亡
君
の
讐あ

だ

高
師
直
殿
を
討
取
て
御
墓
に
献
じ
、
其
上

に
て
切
腹
を
な
さ
ば
、
い
よ
い
よ
尊
霊
も
満
足
に
思
召
、
死

後
の
名
は
千
載
を
歴か

ぞ

ふ
と
も
朽
ざ
る
べ
し
。
臣わ

れ

此
義
を
最
初

よ
り
思
ふ
と
雖

い
へ
ど
も、

諸
士
の
心
底
を
計
り
し
故
、
殉
死
を
以
て

誓ち
か
ひし

に
、
案
の
如
く
段
々
異
変
の
輩

と
も
が
ら

多
し
。
然
れ
ど
も
各

お
の
お
の

始
終
心
を
変
ぜ
ず
、
只
今
死
傷
の
場
に
至
て
も
参
会
の
事
に

候
へ
ば
、
斯か

く

蜜み
つ

談だ
ん

に
及
よ
び
候
。
臣わ

れ

不
肖
と
雖

い
へ
ど
も

身
を
亡
じ

君
の
恩
義
に
ゆ
だ
ね
、
争い

か
でか

不
忠
の
心
を
為な

さ

ん
や
。
旁

か
た
が
たい

か

に
」
と
義
を
振
ひ
舌
を
砕
き
、
謀
略
計
策
を
細こ

ま
かに

演の

述べ

け
れ

ば
、
一
座
の
忠
士
是
を
聞
て
悦
ぶ
事
限
り
な
く
、
弥

い
よ
い
よ

義
心

を
励は

げ
まし

、「
誰
か
身
を
安や

す
くし

人
に
後
指
を
さ
ゝ
れ
ん
や
」
と

ぞ
申
け
る
。

最
後
に
残
っ
た
人
々
の
決
死
の
思
い
が
極
限
ま
で
高
ま
っ
た
そ
の

瞬
間
に
、
大
星
が
一
気
に
本
心
を
明
か
す
、
こ
う
す
る
こ
と
で
、

強
い
共
鳴
と
結
束
を
摑
み
取
っ
た
の
で
あ
る
。
速
水
春
暁
斎
自
ら

描
く
画
は
、
正
に
こ
の
一
瞬
を
捉
え
た
も
の
で
あ
る
（
図
版
「
大

星
義
士
に
本
心
を
顕
は
す
」）。

　

大
石
内
蔵
助
が
人
の
心
の
深
奥
を
読
む
こ
と
の
で
き
る
人
物
で

あ
っ
た
と
す
る
解
釈
は
、
既
に
『
赤
穂
精
義
内
侍
所
』
に
存
す
る
。

浅
野
長
矩
が
江
戸
城
で
刃
傷
事
件
を
起
こ
し
た
直
後
、
二
人
の
家

臣
が
馬
を
疾
走
さ
せ
本
国
に
到
着
し
、
早
々
に
こ
の
こ
と
を
報
告

し
た
。
然
る
に
大
石
は
こ
れ
を
睨
み
付
け
、
か
か
る
大
事
の
使
者
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　　 ─ 《論文》

四
三

な
る
に
何
故
延
引
し
た
か
、
と
厳
し
く
叱
責
し
て
下
が
ら
せ
た
。

子
息
主
税
が
、
延
引
と
の
仰
せ
は
不
審
と
述
べ
る
に
、
大
石
は
答

え
、
こ
の
両
人
は
長
く
殿
の
側
に
あ
っ
て
心
労
蓄
積
し
て
い
た
上

に
、
こ
う
し
て
短
時
間
で
駆
け
付
け
た
の
は
ひ
と
え
に
念
力
の
な

す
所
で
あ
る
、
然
る
に
そ
こ
で
天
晴
な
ど
と
褒
美
の
言
葉
を
出
せ

ば
、
両
人
と
も
張
り
詰
め
た
心
の
糸
が
切
れ
て
即
時
に
絶
命
す
る

故
、
あ
え
て
叱
り
付
け
て
休
ま
せ
た
の
で
あ
っ
た
、
と
明
か
す
。

『
絵
本
忠
臣
蔵
』
で
は
こ
の
話
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
。
速

水
春
暁
斎
は
、
大
星
由
良
之
助
の
人
物
像
を
把
握
し
た
上
で
、
こ

の
人
な
ら
ば
こ
の
場
に
お
い
て
こ
う
あ
る
の
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い

と
す
る
認
識
の
も
と
、前
掲
の
話
を
改
変
し
た
も
の
と
理
解
す
る
。

こ
こ
に
も
、
実
録
に
備
わ
る
要
素
を
継
承
し
つ
つ
自
身
の
見
解
に

よ
っ
て
発
展
さ
せ
て
い
く
と
い
う
、
読
本
作
者
の
方
法
を
見
て
取

る
こ
と
が
で
き
る
。

四
　
終
わ
り
に

　

河
本
家
に
は
、『
北
野
聖
廟
霊
験
記
』
の
ほ
か
、『
厭
蝕
太
平

楽
記
』『
慶
安
太
平
記
』『
太
閤
真
顕
記
』『
双
嶋
豪
傑
』
等
の
実

録
本
が
伝
わ
る
。
そ
の
う
ち
『
厭
蝕
太
平
楽
記
』
は
天
明
七
年

（
一
七
八
七
）
の
奥
書
が
あ
り
、
同
作
の
伝
本
の
中
で
は
古
い
も

『絵本忠臣蔵』前編巻五「大星義士に本心を顕はす」（河本家蔵）
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四
四

の
と
認
め
る（

⓾
）。

ま
た
実
録
を
元
に
し
て
成
っ
た
読
本
と
し
て

本
稿
で
取
り
上
げ
た
『
絵
本
忠
臣
蔵
』
に
つ
い
て
は
、
そ
の
前
編

の
各
冊
に
「
伯
州
米
子
尾
高
町
／
佐
々
木
城
助
」
の
朱
印
が
あ
り
、

本
の
傷
み
方
の
特
徴
か
ら
も
元
は
貸
本
屋
蔵
書
で
あ
っ
た
も
の
と

見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
集
書
が
行
わ
れ
た
具
体
的
経
緯
に
つ
い
て

は
未
詳
で
あ
る
が
、
ま
ず
は
広
い
意
味
で
歴
史
に
関
す
る
読
み
物

と
い
う
認
識
の
も
と
で
探
求
さ
れ
た
か
と
想
像
で
き
る
。
た
だ
し

一
方
で
『
大
日
本
史
』『
藩
翰
譜
』『
日
本
外
史
』
等
々
い
わ
ゆ
る

歴
史
の
書
が
同
家
に
大
量
に
存
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
集
書
に

携
わ
っ
た
同
家
の
人
々
の
歴
史
に
対
す
る
関
心
は
、
史
実
を
知
る

こ
と
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
の
生
き
方
や
内
面
な
ど
の
領
域
に

ま
で
及
ん
で
い
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
の
で
あ
る
。

　

河
本
家
蔵
書
は
島
根
大
学
附
属
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
及
び
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、
画
像
公
開
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
影
響
関
係
に
あ
る
相
互
の
資
料
、

同
一
作
の
別
本
と
の
対
比
な
ど
が
極
め
て
容
易
に
で
き
る
よ
う
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
既
に
本
稿
も
そ
の
裨
益
を
受
け
て
い
る
が
、
こ

う
し
た
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
固
有
の
意
義
を

解
明
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
る
。

『絵本忠臣蔵』前編第１冊前表紙見返し部分に印
「伯州米子尾高町／佐々木城助」（河本家蔵）
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　　 ─ 《論文》

四
五

注１　
『
米
子
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
』
三
七
号
、
二
○
○
一
年

一
二
月

２　
『
米
子
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
』
三
九
号
、
二
○
○
三
年

一
二
月

３　

な
お
蔵
書
形
成
の
背
景
を
な
す
河
本
家
の
由
緒
、
同
家
住
宅
（
貞

享
五
年
〈
一
六
八
八
〉
築
。
国
指
定
重
要
文
化
財
）
の
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
は
、
河
本
家
住
宅
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://kaw
am

otoke.
com

）
に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

４　

河
本
本
の
他
に
、
稿
者
架
蔵
本
が
あ
る
。
田
中
本
は
河
本
本
と
、

文
章
は
ほ
ぼ
一
致
し
、
文
字
遣
い
に
若
干
の
相
違
が
あ
る
。

５　

実
録
と
い
う
小
説
ジ
ャ
ン
ル
の
性
質
、
実
録
写
本
の
特
色
な
ど
に

つ
い
て
は
、
高
橋
圭
一
『
大
坂
城
の
男
た
ち
─
近
世
実
録
が
描
く
英

雄
像
─
』（
二
○
一
一
年
、
岩
波
書
店
）
に
そ
の
要
点
が
尽
く
さ
れ

て
い
る
。

６　
『

北
野

霊
験

二
葉
の
梅
』は
、島
根
大
学
附
属
図
書
館
堀
文
庫
蔵
本
に
よ
る
。

７　

山
本
卓
『
舌
耕
・
書
本
・
出
版
と
近
世
小
説
』（
二
○
一
○
年
、

清
文
堂
出
版
）
所
収
。

８　

菊
池
庸
介『
近
世
実
録
の
研
究
─
成
長
と
展
開
─
』（
二
○
○
八
年
、

汲
古
書
院
）
第
二
章
第
一
節
「
絵
本
読
本
の
展
開
」、
同
「
実
録
か

ら
絵
本
読
本
へ
─
二
つ
の
「
忠
孝
美
善
録
」
─
」（『
江
戸
文
学
』
四

○
号
、
二
○
○
九
年
五
月
）、
田
中
則
雄
「
読
本
に
お
け
る
上
方
風

と
は
何
か
」（『
鯉
城
往
来
』
一
○
号
、
二
○
○
七
年
一
二
月
）
な
ど
。

９　
『
赤
穂
精
義
内
侍
所
』
の
本
文
は
、
山
本
前
掲
論
文
に
倣
い
、『
赤

穂
精
義
三
考
』（
西
康
雄
編
、
一
九
九
一
年
、
手
帖
舎
）
に
よ
っ
て

掲
げ
る
。

10　

注
５
高
橋
前
掲
書
で
は
、『
厭
蝕
太
平
楽
記
』
の
成
立
は
明
和

年
間
（
一
七
六
四
〜
一
七
七
二
）
以
前
と
推
定
さ
れ
る
と
し
、
高

橋
氏
が
確
認
さ
れ
た
伝
本
の
う
ち
最
も
古
い
奥
書
は
寛
政
四
年

（
一
七
九
二
）
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
河
本
本
は
こ
れ
よ
り
古
い
。

　

何
れ
の
資
料
も
、
引
用
に
際
し
て
句
読
点
、
濁
点
、
会
話
を
示
す

「　

」
を
補
っ
た
。

　

『
け
い
せ
い
会
稽
山
』
に
つ
き
御
教
示
下
さ
っ
た
島
津
忠
夫
先
生

に
深
謝
申
し
上
げ
る
。
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